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地域の皆さんがアートを身近に感じ、アートを通じて心が豊かになる場所。いろいろな働き方を
創り出し「働く」への第一歩を支える場所。障害のある方の得意分野を伸ばす場所。空き家だった
コインランドリー跡地から、東彼杵の地域をモチーフにして展開するショップを手掛ける、石丸様
にお話を伺いました。

○2023年2月24日にオープンされましたが、どの
ような商品を販売されているのでしょうか。

→東彼杵の空き店舗を活用し、福祉事業所のメンバー
（利用者さん）がパッケージをデザインしたそのぎ茶
のほか、クジラなど東彼杵町の文化、特産品をモチーフ
とした名刺入れやバッグなど、現在、６事業所で製作
した約100種類の商品を販売しています。
元はコインランドリーだった建物を活用していますが、
ノスタルジックな雰囲気を残したいという地域の方々の
思いもあり、あえて外観は改修していません。

○どのようなきっかけで店舗のオープンに至ったのでしょうか。

→地域の障害福祉事業所で行っている活動の見える化
と「福祉施設のものづくり力」をもっと広く伝えたい、
という思いがあります。
県内で雑貨制作などに取り組む事業所は増えていますが、
福祉事業所の多くは、生産した商品の販路の確保、拡大
という非常に難しい問題を抱えています。この問題を解
決すると同時に、人口減少による働き手の不足など、地
域が抱える問題解決の一助としての「福祉施設のものづ
くり力」を伝えるショーケース、発信源になればという
思いを形にしたものです。

〇アピールポイントを教えてください。

→現在商品を出品している事業所の利用者の方は、サス
テナブル（持続可能）をテーマとして、製材所や縫製場
から出た端材を再利用した商品や、東彼杵町の地域を
モチーフにした作品を制作し、楽しく創作活動に取り組
むことができています。また、商品を販売するにあたっ
ては、不当に安価にならないよう、適正な価格を設定し
ています。これは、障害を持つ利用者の方が、自らの創
作活動の成果によって報酬を得ることで、アーティスト
としての自覚と誇りを持って働き、自立することを目標
としているためです。

アートとモノづくりのアンテナショップ＝VOTE〔：イコールボート〕



○他に工夫されていることはありますか。

→前述したように、サステナブル（持続可能）を店のテーマとし、
製材所や縫製場から出た端材を再利用した製品、クジラなど地域の
伝統をモチーフにした製品を製作、販売することは、地域住民にとっ
ての伝統の再認識と誇りの醸成、観光客にとっての地域の発見につな
がるものと考えています。
障害者のものづくりが両者の橋渡しの役割を果たし、店舗を訪れる
方がアートを身近に感じ、心豊かになる場所になれるように心がけ
ています。
＝VOTEに置いている商品を生み出している福祉施設の利用者の方々
が、アートという表現を通じて、社会とのつながりを持ち、
誇りを持って働くことができる、自立のきっかけになるこ
と、販路の拡充が当面の目標です。
絵を描くことが就労支援になるのか
といった声をいただくこともありま
すが、絵を描くこと、デザインする
ことを商品として形にすることで、
本人だけでなく他の利用者さんの
作業が生まれ、仕事に繋がります。
何かを発信する、チャレンジすることは、本人の活躍の幅
を広げるために非常に有益であると考えています。

〇今後の店舗の展開について教えてください。

→県内には多数の福祉事業所がありますが、事業所の活動は
デザイン、縫製、手芸、木工など様々で、それぞれに得意分
野があります。＝VOTEが技術とデザインの情報交換の場所
となり、事業所間の連携が生まれることで、1つの事業所だ
けでは具現化できなかった新たな商品、新たな仕事を生み出
していきたいと思います。
また、福祉事業所と企業のマッチングの場所になればと思い
ます。
事業所で生産する商品の販売、他事業所と連携した商品開発
等を希望されている福祉事業所の方、福祉のものづくり力の
活用に興味のある企業の方、是非ご連絡をお願いいたします。
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★ＣＳＲとは？

Corporate Social Responsibilityの略で、「企業の社会的責任」のことです。
障害福祉サービス事業所の取り組みのほか、事業所と取引のある企業や障害者雇用の先進例をご紹介しています。
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事業所へのお尋ね等は下記へお問い合わせください。

＝VOTE〔：イコール ボート〕
〒859-3923
長崎県東彼杵郡東彼杵町瀬戸郷1205ｰ2

営業時間 午前11時～午後5時
定休日 火曜日・水曜日
TEL 080ｰ8080ｰ4569


